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令和５年度　安全就業標語入選作発表令和５年度　安全就業標語入選作発表
安全就業標語入選作
最優秀 平常心　事故を断ち切る　第一歩 （金井地区） 田中　政俊
優　秀 慣れた作業　心の油断が　事故招く （西地区） 樋口　健一

シルバーパワー　笑顔と共助で　安全就業 （鈴川３地区） 土屋　清太
佳　作 「ただいまー」　今日も事故無し　家族も笑顔 （南沼原地区） 成田　　厳

マニュアルの　基本を守り　事故防止 （第６地区） 髙橋　眞一
「事故ゼロ」は　一人ひとりの　心がけ （南沼原地区） 齋藤　知行
事故０へ　皆んなで目指そう　安全就業 （南山形・本沢地区） 塩野美智子
気をつけよう　急ぐ仕事に　近づく危険 （第５地区） 鹿野　栄子
「点検と確認」は　安全就業の　第一歩 （第５地区） 山川　良男

交
通
安
全
係
長
相
馬
利
宏
様
に
「
高
齢
者
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
講
演
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は

○
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　

高
齢
者
の
死
亡
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。

○
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
前
後
左
右
、
目
配
り
運
転
で

運
転
に
集
中
。
右
側
も
良
く
確
認
し
、
横
断
者
に

注
意
。
信
号
等
を
良
く
確
認
。
交
通
量
が
少
な
い

場
所
で
も
油
断
し
な
い
。
歩
行
者
は
夕
方
夜
間
は

夜
光
反
射
材
を
身
に
着
け
る
。
夏
の
注
意
点
と
し

て
、
暑
さ
や
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
無
理
せ

ず
、
ぼ
ん
や
り
運
転
に
注
意
す
る
。

○
事
故
原
因

　

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
不
足
、
前
方
不
注
視
、
動

静
不
注
視
、
安
全
不
確
認
。

○
飲
酒
運
転
は
凶
悪
犯
罪

　

全
然
な
く
な
ら
な
い
。
運
転
す
る
と
免
許
証
の

取
消
停
止
、
損
害
賠
償
、
生
活
苦
、
家
庭
崩
壊
が

発
生
す
る
。

○
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
努
力
義
務

　

事
故
に
遭
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
の

で
軽
傷
で
済
ん
だ
。

○
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
違
い

　

自
分
も
起
こ
す
可
能
性
を
認
識
し
、
発
進
、
停

止
時
は
あ
わ
て
ず
ゆ
っ
く
り
落
ち
つ
い
て
操
作
す

る
よ
う
心
が
け
る
。

な
ど
の
講
話
内
容
で
あ
っ
た
。

　

大
変
参
考
に
な
る
話
を
聞
き
、
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
よ
り
一
層
心
が

け
よ
う
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

�

安
全
就
業
推
進
委
員
会
委
員
長　

髙
橋
　
眞
一

　

八
月
七
日
、
山
形
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
令
和
五

年
度
の
標
語
入
選
発
表
と
表
彰
式
及
び
安
全
講
習

会
が
行
わ
れ
一
三
五
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
年
七
月
に
展
開
さ
れ
る
「
全
国
安
全
・
適
正

就
業
強
化
月
間
」
に
合
わ
せ
、
今
年
度
も
会
員
の

皆
様
の
安
全
意
識
を
目
的
に
安
全
標
語
の
募
集
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
七
十
名
の
方
か
ら
、
合
計
一
八
八
編

の
応
募
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
上
記
九
名
の
標

語
を
入
選
作
品
と
し
て
選
考
い
た
し
ま
し
て
、
受

賞
者
の
皆
様
へ
表
彰
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

上
記
入
選
作
品
に
次
点
の
作
品
十
六
編
を
追
加
し

た
、
計
二
五
編
を
山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

へ
の
推
薦
作

品
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
。

　

表
彰
終
了

後
四
年
ぶ
り

に
安
全
講
習

会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
安

全
講
習
会
は
、

山
形
警
察
署

交
通
第
一
課

安全標語受賞者の皆さん安全標語受賞者の皆さん

安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
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今年度、役員改選により６名の役員が新たに選出されました。
今回は、その新任役員の皆様から、①抱負②就業内容③趣味についてお伺いしました。

新任役員のご紹介

①�私は事業部会で活動しています。
気軽に就業相談会に参加でき、い
ろんな仕事にチャレンジ出来る
様、アドバイスさせていただきま
すのでよろしくお願いします。
②宿直業務
③�趣味は山菜採りです。４月になる
のが大変待ち遠しく、最近温暖化
のせいで、採れる時期が早くなっ
ている様です。私が一番好きな山
菜は女王といわれるコシアブラで
す。

理　事
岸　　英一さん

①�齋藤広報部会長さんを助け、皆
さんに喜んでいただける「シル
バーやまがた」の編集を頑張りま
す。
②未就業
③�洋楽・邦楽や声楽・器楽のジャン
ルを問わず、音楽が生涯の友で
す。趣味は、年に数回の海釣りで
す。

理　事
岸　　純一さん

①�先輩方の素敵なシルバーライフ
を大いに参考にして、私も10年
後、20年後の自分をデザインして
いきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。
③�モンテディオ山形の熱烈なサ
ポーターです。ホームゲームは全
試合、時にはアウェイゲームにも
乗り込んで応援しています。

理　事
（山形市福祉推進部長）
松浦　雄大さん

①�シルバーに入会してまだ年数が浅
く、事業内容もよく把握できてい
ない若輩者ですが、先達の方々の
ご指導を仰ぎながら、少しでも皆
様のお役に立てるよう頑張りま
す。
②保育補助業務
③�趣味で「ゴルフ」を楽しんでいま
す。生涯スポーツとして捉え、「明
るく、楽しく、和やかに」がモッ
トーです。

理　事
山泉　晶子さん

①�理事・安全就業副委員長に就任
しました。高齢者の人生を謳歌
し、心豊かに生きる！
②宿日直業務
③�高年齢者の健康ボウリングで趣
味を謳歌しています。高齢者に
とっては心身リフレッシュでき
る室内競技かもしれません。

理　事
金澤　忠次さん

①�シルバー会員の皆様が、より良く
働き、楽しい生きがいに繋げられ
るように頑張りたいと思います。
②洗濯業務
③�卓球、カラオケ、健康のために散
歩、身体を動かす事、旅行。理　事

福田美知子さん

山
形
市
社
会
福
祉
事
業
団
よ
り

�

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
養
護
施

設
山
形
学
園
へ
バ
ザ
ー
の
売
上
を
寄

付
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
始
め
た
こ

の
活
動
も
、
昨
年
度
ま
で
で
十
一
回

を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
山
形
学
園
を
運

営
す
る
山
形
市
社
会
福
祉
事
業
団
が

創
立
四
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
の
に

あ
た
り
、
こ
の
寄
付
活
動
に
対
し
て

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
月
二
日
に
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
、
結
城
副
理
事
長
が
出
席
し
感
謝

状
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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女
性
部
会
だ
よ
り

　

六
月
二
十
二
日
。
参
加
者
二
十
二

名
。
久
し
ぶ
り
の
満
員
バ
ス
で
す
。

　

ま
ず
は
、
山
形
広
域
炊
飯
施
設
と

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。
こ
の
施
設
で
は
、
全
自
動
炊
飯

シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
、
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
で
流
れ
る
中
、
金
属
感
知
器

も
通
り
、
安
全
な
米
飯
を
、
市
内
小

中
学
校
五
十
一
校
に
二
万
食
以
上
提

供
し
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
地
産
地
消
を
推
進

し
、
郷
土
食
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

に
も
対
応
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
時

に
は
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
や
リ
ク
エ
ス

ト
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
、
安
全
で

お
い
し
く
楽
し
い
給
食
を
心
が
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
好
評
の

上
に
、
生
ゴ
ミ
も
少
な
く
な
っ
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、「
給
食
だ
よ
り
」
を
通
し
て
、

保
護
者
の
方
に
も
食
の
大
切
さ
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

参
加
者
は
ソ
フ
ト
麺
の
給
食
を
試

食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
い

し
さ
に
感
心
し
、
職
員
の
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

　

午
後
は
毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
野
草
園
で
す
。
園
内
の
半
分
程
の

散
策
で
し
た
が
、
担
当
の
方
の
説
明

を
聞
き
な
が

ら
草
花
に
足

を
止
め
て
思

い
思
い
に
楽

し
い
時
間
を

過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。

施
設
見
学
会

女
性
部
会
長　

土
田
ト
ク
子

　

今
年
度
は
四
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍

前
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

各
事
業
の
会
議
・
研
修
会
・
講
習
会

等
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
入
会
シ
ス
テ
ム
導

入
や
電
子
広
告
等
の
活
用
を
実
施
の

ほ
か
、
商
工
会
議
所
や
企
業
回
り
等

を
通
じ
て
会
員
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。
会
員
皆
様
の
社
会
奉
仕
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
も
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
の
実
施
内
容

①�

新
た
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
入
会
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
役
職
員
、

会
員
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
及
び

加
入
の
働
き
か
け
の
実
施

◦�

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
入
会
シ
ス
テ
ム
の
導

入
（
六
月
～
）

◦�

役
職
員
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

（
十
月
十
七
日　

イ
オ
ン
山
形
南

店
・
山
形
北
店
）

◦�
商
工
会
議
所
や
企
業
回
り
に
よ
る

会
員
募
集
活
動
の
実
施

②�

会
員
と
市
民
が
交
流
す
る
シ
ル

バ
ー
フ
ェ
ア
等
の
開
催

◦�

会
員
互
助
会
文
化
祭
に
お
け
る
活

動
風
景
パ
ネ
ル
展
示
に
取
り
組
む

（
十
月
十
五
日
～
十
七
日　

山
形

テ
ル
サ
）

③�

役
職
員
、
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
奉
仕
活
動

の
実
施

◦�

会
員
に
よ
る
街
路
清
掃
活
動

�

（
十
月
二
十
五
日
）

　

�

地
区
研
修
会
会
場
等
の
清
掃
等
社

会
奉
仕
活
動

④�

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広

報
活
動
の
実
施

　

�

山
形
市
役
所
市
政
記
者
ク
ラ
ブ
へ

の
情
報
提
供
や
新
聞
広
告
掲
載
の

他
、
次
の
広
報
活
動
の
充
実
を
図

る
◦�

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、

新
た
に
山
形
市
役
所
に
広
告
放
映

と
チ
ラ
シ
の
設
置

　

（
十
月
一
日
～
）

◦�

山
形
市
が
発
行
す
る
「
広
報
や
ま

が
た
」
裏
面
に
、
広
告
の
掲
載
を

実
施

　

�

（
十
月
十
五
日
号
、
三
月
十
五
日

号
）

⑤�

一
：
一
（
イ
チ
イ
チ
）
運
動
の
推

進

十
月
は
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
で
す

―
コ
ロ
ナ
後
、
本
格
的
に
再
始
動
―
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地域紹介地域紹介 わが街通信

田
中
　
政
俊

金

井

地

区

　

近
年
の
金
井
地
区
は
、
商
業
地

と
住
宅
地
が
う
ま
く
融
合
し
た
街

と
し
て
発
展
し
、
人
口
も
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　

陣
場
街
道
筋
の
古
い
面
影
を
残

す
街
並
み
や
、
国
指
定
史
跡
「
嶋

遺
跡
」
と
い
っ
た
歴
史
、
文
化
遺

産
が
多
く
点
在
し
、
緑
豊
か
な
農

地
に
囲
ま
れ
た
地
域
で

す
。

　

寒
河
江
街
道
沿
い
に

あ
る
、
初
詣
、
合
格
祈

願
祭
等
、
地
元
で
有
名

な
江
俣
神
明
神
社
が
あ

り
ま
す
。
祭
神
は
天
照

皇
大
神
、
集
落
の
鎮
守

と
し
て
崇
敬
、
水
害
等

の
た
め
民
と
共
に
現
在

地
に
移
転
、
地
元
若
衆

組
か
ら
青
年
会
へ
昭
和

の
時
代
に
有
志
ら
が
氏

子
と
な
り
、
神
社
を
守

り
続
け
て
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

家
族
連
れ
や
地
区
の

人
々
の
初
詣
で
賑
わ
い
、
甘
酒
の

接
待
も
心
と
体
が
あ
っ
た
ま
り
、

五
月
の
氏
神
様
の
お
祭
り
も
あ
り
、

幼
い
日
の
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
江
俣
の
神
明
様
に
お
出

か
け
下
さ
い
。

江俣神明神社江俣神明神社

大
久
保
義
信

鈴
川
三
地
区

　

「
鈴
川
三
」
は
、
山
寺
街
道

と
旧
落
合
街
道
に
挟
ま
れ
た
地

区
で
す
。

　

銅
町
方
面
か
ら
「
二
口
橋
」

を
渡
り
旧
大
野
目
交
差
点
に
続

く
通
り
を
「
と
き
め
き
通
り
」

と
称
し
、
地
区
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
り
は
昔
、
山
形
～
仙

台
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
と
し
て

重
宝
さ
れ
た
「
二
口
街
道
」
の

一
部
で
す
。
江
戸
中
期
に
は
仙

台
方
面
か
ら
「
マ
グ
ロ
・
タ

コ
」
な
ど
の
海
産
物
が
、
山
形

か
ら
は
「
青あ

お

苧そ

」
な
ど
の

物
資
が
運
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

私
の
住
む
「
印
役
八
・

花
楯
二
町
内
会
」
は
、
二

口
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
の
右

側
一
部
と
左
側
は
「
ダ
イ

ユ
ー
エ
イ
ト
」
ま
で
の
範

囲
に
、
約
三
百
余
の
世
帯

が
あ
り
ま
す
。

　

春
は
「
カ
ド
焼
き
」
夏

は
「
夏
祭
り
」
秋
は
「
世
代
間

交
流
芋
煮
会
」
と
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
町
内
の
皆
様

か
ら
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

通
り
に
は
、
中
学
校
、
コ
ン

ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、
銀
行
や
各

種
病
院
な
ど
が
あ
り
、
日
常
生

活
を
送
る
に
は
、
大
変
に
住
み

や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
通
り
の
両
側
に
あ
る

桜
並
木
が
満
開
に
な
れ
ば
、
見

事
な
眺
め
で
す
よ
。
一
度
、
お

運
び
下
さ
い
。

二口橋より「ときめき通り方面」斜め左に降二口橋より「ときめき通り方面」斜め左に降
りる道は落合街道りる道は落合街道
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
お

世
話
に
な
っ
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
昨
年
の
文
化
祭
を
見
に
行
っ
た

折
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
ひ
と
き
わ
青
空
に

笑
顔
の
写
真
が
目
に
止
ま
り
、
よ
く

見
る
と
お
世
話
に
な
っ
た
剣
道
の
先

生
御
夫
妻
が
さ
わ
や
か
な
姿
で
写
っ

て
い
ま
し
た
。
私
も
仕
事
の
合
間
に

何
か
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、「
こ
れ
だ
」
と
心
が
ワ
ク
ワ
ク

し
て
き
ま
し
た
。
知
っ
て
い
る
人
が

い
る
と
い
う
こ
と
も
、
私
の
背
中
を

押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
十
一
月
、
登
山
デ
ビ
ュ
ー

で
す
。
天
気
は
上
々
。
真
新
し
い
登

山
靴
。
お
ぼ
つ
か
な
い
格
好
で
す
が

主
人
の
握
っ
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
、

卵
焼
き
を
持
っ
て
目
指
す
は
白
鷹
山
。

山
の
醍
醐
味
を
満
喫
。
心
が
洗
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
、
二
回
目
の
登
山
は
四
月
。

鶴
岡
の
高
館
山
で
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
で
レ
ン
タ
カ
ー
の
ワ
イ
パ
ー
は

働
き
ど
お
し
、
そ
れ
で
も
先
輩
た
ち

は
平
ち
ゃ
ら
顔
。
登
り
始
め
た
ら
雨

は
止
ん
で
ラ
ッ
キ
ー
。
途
中
、
こ
ん

な
ヒ
ト
コ
マ
。

　

『
こ
の
花
、
春
蘭
、
私
は
酒
乱

（
？
）』

　

皆
ん
な
ワ
ハ
ハ
ハ
…
。
座
ふ
と
ん

一
枚
。
笑
っ
て
、
歌
っ
て
新
緑
を
胸

い
っ
ぱ
い
。
山
は
、
最
高
‼
皆
さ
ん

も
入
り
ま
せ
ん
か
、
里
山
ク
ラ
ブ
に
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
も
シ
ル
バ
ー
会

員
に
な
っ
て
一
年
半
過
ぎ
ま
し
た
。

　

年
齢
も
七
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
介
護
施
設
で
宿
直
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

健
康
関
係
は
、
糖
尿
と
血
圧
の
ク

ス
リ
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
七

十
三
歳
に
な
っ
て
ま
だ
働
け
る
と
い

う
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
と
で
す
ね
、
私
は
七
十
歳
に

な
っ
た
時
、
パ
チ
ン
コ
と
タ
バ
コ
を

や
め
ま
し
た
。
自
分
で
自
分
を
褒
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
の
ゴ
ル
フ

と
マ
ー
ジ
ャ
ン
愛
好
会
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
現
職
の
こ
ろ
か
ら
、
マ
ー

ジ
ャ
ン
が
大
好
き
で
し
た
。
退
職
し

て
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
い
な
く
な
り
、

十
五
年
ぶ
り
に
マ
ー
ジ
ャ
ン
パ
イ
を

握
り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
さ
ん
の

マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な

い
、
賭
け
な
い
と
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

で
す
。
ボ
ケ
防
止
に
最
適
で
す
。
月

三
回
で
す
が
、
昔
を
思
い
出
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

後
何
年
働
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
ク
ス
リ
に
聞
い
て
頑
張
り
ま
す
。

第
二
地
区

�

丹
野
　
秀
敏

我
が
人
生

第
四
地
区

�

佐
久
間
あ
や
子

里
山
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

寄
稿
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入
会
し
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
学
童
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
校
一
年
生
か

ら
五
年
生
の
生
徒
さ
ん
が
お
り
ま
す
。

両
親
や
祖
父
母
さ
ん
の
仕
事
の
都
合

で
お
迎
え
に
来
ら
れ
る
時
間
ま
で
に
、

お
預
か
り
し
て
い
る
所
で
す
。

　

帰
っ
て
来
た
子
供
さ
ん
か
ら
宿
題

を
終
わ
ら
せ
て
か
ら
ゲ
ー
ム
や
折
り

紙
、
そ
の
他
好
き
な
道
具
で
遊
ん
で

い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
時
間
も
あ
り
、
今

は
、
熱
中
症
対
策
で
外
で
の
遊
び
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

屋
内
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
も
汗
を
か

き
な
が
ら
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
を

見
て
い
る
と
、
若
さ
と
元
気
に
感
動

し
ま
す
。

　

子
供
同
士
で
、
い
ろ
ん
な
場
面
で

も
め
た
時
に
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た

か
を
先
輩
の
先
生
方
が
聞
い
て
解
決

し
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
私
も
き
ち

ん
と
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

　

元
気
で
皆
さ
ん
と
働
い
て
い
る
時

が
楽
し
い
毎
日
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
八
月
四
日
～
六
日
に
か

け
て
久
々
の
京
都
旅
行
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
何
処
に
も
出
か

け
ら
れ
ず
に
過
ご
し
た
四
年
間
で
し

た
が
、
よ
う
や
く
旅
行
に
行
け
ま
し

た
。
旅
行
に
は
時
間
と
費
用
が
必
要

で
す
。
仕
事
の
関
係
で
こ
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
費
用
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
が
入
っ
て
二
か

月
半
ほ
ど
働
き
そ
れ
な
り
の
お
金
が

入
っ
た
事
も
旅
行
に
行
く
き
っ
か
け

で
し
た
。
お
陰
様
で
旅
行
の
小
遣
い

が
出
来
て
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
平

等
院
鳳
凰
堂
、
伏
見
稲
荷
大
社
、
夜

は
先
斗
町
の
川
床
で
の
京
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
と
て
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

三
十
三
間
堂
、
清
水
寺
、
八
坂
神

社
、
そ
し
て
二
条
城
。
歴
史
を
目
の

当
た
り
に
し
て
感
動
で
し
た
。
か
み

さ
ん
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
病

気
を
せ
ず
健
康
で
ま
た
旅
行
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

で
は
色
々
な
方
と
知
り
合
え
て
仕
事

も
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
元
気
に
働
い
て
人
生
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
地
区

�

富
田
　
克
美

楽
し
ん
だ
京
都
旅
行

千
歳
地
区

�

設
樂
　
栄
子

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
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除
草
班
（
請

負
業
務
）
は
地

区
を
六
班
に
区

分
、
総
数
三
十

七
名
（
男
性
三

十
二
名
、
女
性

五
名
）
が
就
業

中
で
す
。

　

作
業
時
間
は
、

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
（
休
憩

一
時
間
）、
休
日
は
土
･
日
・
祭

日
。
期
間
は
四
月
～
十
一
月
ま
で
、

繁
忙
期
は
お
盆
ま
え
の
期
間
で
冬

季
は
休
業
。

　

今
回
は
髙
橋
譲
リ
ー
ダ
ー
（
他

四
名
）
に
毎
年
依
頼
さ
れ
る
個
人

宅
の
除
草
作
業
現
場
を
訪
ね
ま
し

た
。
広
い
庭
は
雑
草
に
覆
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

当
日
も
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

が
発
令
中
で
、
午
前
八
時
に
作
業

開
始
。
連
日
の
猛
暑
続
き
で
雨
が

少
な
く
、
地
面
が
非
常
に
硬
く
草

の
根
を
引
く
の
に
力
が
必
要
で
す
。

小
石
の
隙
間
の
草
も
同
様
で
、
暑

さ
に
負
け
な
い
体
力
勝
負
で
す
。

　

作
業
中
は
全
身
汗
で
ビ
ッ
シ
ョ

リ
に
な
り
、
腰
に
は
蚊
取
線
香
器

具
を
備
え
、
し
っ
か
り
と
指
先
を

動
か
し
、
手
作
業
で
ひ
と
草
ひ
と

草
丁
寧
に
引
き
抜
き
ま
す
。
仲
間

と
会
話
し
な
が
ら
作
業
す
る
姿
勢

に
感
服
し
ま
し
た
。

　

ケ
ガ
や
防
虫
（
特
に
蜂
）
対
策

も
施
し
て
い
ま
す
。
熱
中
症
予
防

の
た
め
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
と

休
息
を
と
り
除
草
を
再
開
。
二
日

間
の
予
定
、
延
べ
人
員
は
九
名
体

制
で
す
。

　

除
草
後
は
一
面
が
ス
ッ
キ
リ
と

し
た
地
面
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

除
草
し
た
も
の
は
ゴ
ミ
袋
（
依
頼

主
負
担
）
に
い
れ
、
依
頼
主
が
処

理
し
ま
す
。

　

各
会
員
の
真
っ
黒
に
日
焼
け
し

た
健
康
的
な
笑
顔
が
印
象
深
く
感

じ
ま
し
た
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

　

山
形
市
城
西
町

一
丁
目
の
旧
国
道

一
一
二
号
線
沿
い

東
側
に
「
山
形
ド

ル
フ
ィ
ン
ク
ラ

ブ
」
が
あ
り
ま
す
。

道
幅
は
狭
い
も
の

の
今
で
も
日
中
の

交
通
量
は
多
い
道

で
す
。
以
前
は
、
水
泳
を
習
い
に

来
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
道
路
西

側
に
あ
る
駐
車
場
か
ら
横
断
歩
道

の
な
い
道
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
ね
て
か
ら

の
要
望
の
お
か
げ
で
、
山
形
ド
ル

フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ
敷
地
北
側
に
横
断

歩
道
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
横
断
歩
道
が
設
置
さ

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
皆
の
安
全

が
守
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
が
横

断
者
や
親
子
の
乗
降
の
安
全
確
保

と
駐
車
場
の
整
理
・
清
掃
の
業
務

に
つ
い
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
通
年
業
務
で
あ
り
、
ク

ラ
ブ
の
休
館
日
を
除
い
て
毎
日
、

二
人
一
組
で
の
交
代
勤
務
と
な
り
、

就
業
は
一
人
当
た
り
月
に
十
二
日

か
ら
二
十
日
程
度
で
す
。
平
日
は
、

午
後
三
時
か
ら
六
時
三
十
分
、
土

曜
日
は
午
後
一
時
か
ら
四
時
三
十

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

炎
天
下
の
夏
も
吹
雪
の
冬
も
約

三
時
間
半
の
外
仕
事
は
気
を
抜
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め

で
す
。

　

時
に
は
、
少
し
の
停
車
に
も
、

心
無
い
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
「
な
ん

で
こ
ん
な
に
渋
滞
し
て
い
る
ん

だ
！
」
な
ど
と
苦
情
を
言
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で

も
、「
あ
り
が
と
う
」
の
子
ど
も

の
言
葉
に
元
気
を
い
た
だ
い
て
、

懸
命
に
就
業
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

髙橋　　譲・原田　秋義
山口　堅吉・宝沢市太郎

太田　正啓
除草班

横断の様子横断の様子

除草班の皆さん除草班の皆さん

近藤　光弥・大場　　隆
畠山　健一

㈱山形ドルフィンクラブ
駐車場整理業務
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新
入
会
員
紹
介

第

一

地

区	

三
橋
美
和
子

第

二

地

区	

菊
地　

良
子

第

三

地

区	

加
藤
麻
知
子

第

六

地

区	

井
上
と
し
子

第

七

地

区	

岩
田　

明
美

第

九

地

区	

芦
野　

邦
夫

	

大
宮　

春
美

第

十

地

区	

松
田　

英
一

	

板
垣
由
紀
子

鈴
川
一
地
区	

荒
井　

幸
子

鈴
川
二
地
区	

髙
橋
弓
美
子

鈴
川
三
地
区	

佐
藤　
　

喬

滝
山
一
地
区	

可
士
村
一
雄

滝
山
二
地
区	

片
倉　

慶
喜

大

郷

地

区	

佐
藤
美
代
子

蔵

王

地

区	

齋
藤
知
江
子

南
山
形
・
本
沢
地
区	

大
類　

武
雄

	

舟
山　

裕
之

	

山
﨑　

俊
二

	

沼
沢　

年
明

南
沼
原
地
区	

安
達　

和
伸

	

長
倉　

俊
次

西

部

地

区	

細
矢　

三
雄

	

倉
持　

信
吾

南
山
形
・
本
沢
地
区

佐
藤
ふ
み
子

　

十
年
く
ら
い
前

に
、
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
い
た
友
人

の
「
い
ち
ご
大
福
が
食
べ
た
い
」
の

一
言
を
聞
い
て
、
手
づ
く
り
の
手
の

込
ん
だ
も
の
を
作
る
の
が
、
性
に
合

う
自
分
の
気
持
ち
に
意
図
す
る
も
の

を
感
じ
な
ん
と
か
実
現
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
松
波
の
県
庁
近
く
の

「Cooks-81

」
と
い
う
店
に
、
今

川
焼
用
の
焼
き
器
具
を
買
い
に
行
っ

た
と
き
、
店
内
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

和
菓
子
の
レ
シ
ピ
が
目
に
留
ま
り
参

照
し
て
餅
菓
子
づ
く
り
を
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
作
っ
た
餅
菓
子
は
、

皮
の
部
分
の
食
感
が
い
ま
い
ち
で
、

も
ち
米
粉
と
う
る
ち
米
粉
の
配
合
割

合
を
工
夫
し
調
整
す
る
の
に
苦
心
し

ま
し
た
。

和
菓
子
づ
く
り
　

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り 

技
あ
り

�

心
あ
り

　

さ
ら
に
、
中
に
詰
め
る
餡
に
つ
い

て
も
実
家
で
栽
培
し
て
い
た
小
豆
を

用
い
て
、
い
ち
ご
は
も
ち
ろ
ん
四
季

折
々
の
果
物
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
）
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
餅
菓
子
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
き
ま
し
た
。

　

出
来
て
最
初
の
試
食
は
、
左
党
の

主
人
に
感
想
を
聞
い
て
か
ら
友
人
達

に
ふ
る
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
る
ま
で
に
は
三
年

ぐ
ら
い
を
要
し
た
そ
う
で
す
。
私
の

ス
ト
レ
ス
解
消
と
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔

に
惹
か
れ
て
定
期
的
に
作
っ
て
ご
ち

そ
う
し
て
い
ま
す
。

　

現
役
の
と
き
は
、
菓
子
製
造
業
に

勤
務
さ
れ
、
現
在
は
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ

ル
南
舘
店
の
惣
菜
部
門
に
従
事
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
玄
人
の
域
に
達
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に

食
べ
て
も

ら
っ
て
、

批
評
し
て

い
た
だ
き
、

さ
ら
に
極

め
た
い
と

話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

（
取
材
・

広
報
部
）
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■
配
分
金
支
払
日

　

十
月
二
十
日（
金
）

　

十
一
月
二
十
日（
月
）

　

十
二
月
二
十
日（
水
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
月
三
日（
火
）十
三
日（
金
）

　
　
　

十
九
日（
木
）

　

十
一
月
七
日（
火
）十
四
日（
火
）

　
　
　

十
七
日（
金
）二
十
一
日（
火
）

　

十
二
月
五
日（
火
）十
四
日（
木
）

　
　
　

十
九
日（
火
）

※�

十
一
月
十
七
日
は
女
性
限
定
説
明

会
で
す
。

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

十
月
十
一
日（
水
）

　

十
一
月
八
日（
水
）

　

十
二
月
十
三
日（
水
）

あ と が き
　

今
年
の
夏
は
連
日
、
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
、
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
ま
し

た
。

　

特
に
、
屋
外
で
就
業
さ
れ
て
い

る
会
員
の
皆
様
は
、
熱
中
症
対
策

を
と
り
な
が
ら
の
厳
し
い
勤
務
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
中
、
百
七
年
ぶ
り
に
優

勝
し
た
慶
応
義
塾
高
校
野
球
部
の

快
挙
は
、
今
ま
で
の
慣
習
に
と
ら

わ
れ
な
い
「
一
人
ひ
と
り
が
、
自

ら
考
え
て
行
動
す
る
楽
し
む
野

球
」
の
成
果
と
し
て
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
シ
ル
バ
ー
会

員
の
就
業
に
も
相
通
じ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

十
月
は
事
業
普
及
啓
発
促
進
月

間
で
す
。
コ
ロ
ナ
規
制
も
緩
和
さ

れ
て
、
各
事
業
が
四
年
ぶ
り
に
本

格
的
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
広
報
部
は
、
今
回
号

よ
り
二
名
の
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
代

わ
っ
て
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
へ

寄
稿
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
就
業
内
容
や
趣
味
、
日
課

に
し
て
い
る
事
な
ど
、
皆
様
か
ら

の
投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。

　

な
お
、
会
報
の
表
紙
を
飾
る
写

真
も
ご
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
有
難

い
で
す
。�

（
Ｔ
・
Ｓ
）

　
※�
就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

創
作
品
展
示
頒
布
会
・
バ
ザ
ー
の

開
催
に
つ
い
て

　

今
年
も
文
化
祭
会
場
内
で
開
催

し
ま
す
。
創
作
品
の
売
り
上
げ
は

配
分
金
と
し
て
お
支
払
い
し
、
バ

ザ
ー
の
売
り
上
げ
は
山
形
学
園
へ

寄
付
し
ま
す
。

　

是
非
、
手
作
り
の
品
や
ご
家
庭

の
不
要
品
（
未
使
用
に
限
る
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

品
物
の
受
付

十
月
十
二
日
（
木
）
～
十
三
日

（
金
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

地
区
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

四
年
ぶ
り
に
地
区
ご
と
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

※�

女
性
部
会
で
は
、
未
使
用
の
タ

オ
ル
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
地
区
研
修
会
の
際
に

も
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

今
後
の
行
事
予
定

十
月

　

芋
煮
会�

（
十
二
日
）

　

文
化
祭�
（
十
五
～
十
七
日
）

　

創
作
品
展
示
頒
布
会
・
バ
ザ
ー

　
（
文
化
祭
会
場
内
に
て
）

　

街
頭
啓
発
活
動�

（
十
七
日
）

　
（
イ
オ
ン
山
形
北
・
南
）

　

※
理
事
・
各
部
会
員
担
当

　

�

理
事
と
地
区
班
長
と
の
意
見
交
換

会�

　
（
十
九
日
）

　

事
業
所
訪
問�

（
二
十
三
日
）

　

清
掃
奉
仕
活
動�

（
二
十
五
日
）

　
（
山
形
駅
西
付
近
）

十
一
月

　

女
性
部
施
設
見
学
会�

（
九
日
）

　

事
業
所
訪
問�

（
二
十
四
日
）

　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会�

（
二
十
八
日
）

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル�

（
時
期
未
定
）

十
二
月

　

理
事
と
職
班
リ
ー
ダ
ー
と
の

　

意
見
交
換
会�

（
十
一
・
十
二
日
）
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